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こんにちは。川崎市出身、現
在スペインのセビリアに住むフラ
メンコ舞踊家の萩原淳子です。
セビリアはスペイン南部アンダ
ルシア地方の州都。フラメンコは
長い歴史の中で、その土地にた
どり着いたジプシーと地元アンダ
ルシア人との融合の文化、芸術
です。

２００２年の留学当初も今も地
元のフラメンコ教室に通い、貸し
スタジオで自主練習をする毎日で
す。フラメンコの公演も頻繁にあ
りますし、何よりここでは生活の
中でフラメンコの文化を肌で実
感できます。そんな留学生活を数
年続け、スペインのコンクールに
出場、入賞するうちに、少しずつ
踊りの仕事も入るようになりまし
た。現在も相変わらずレッスンと
練習を続けながら、自身の公演
の準備や教授活動などをおこ
なっています。フラメンコは奥深
い芸術で、学べば学ぶ程学ぶこ
とが増えてゆきます（笑）。「大変

ですね」とよく言われますが、この
ような素晴らしい芸術に出会え
たこと、その道を歩いていることを
幸せに思っています。

　

フラメンコは、アンダルシア地
方だけでなく世界の人々の心に
届く芸術として、２０１０年にユネ
スコ無形文化遺産に認定されま
した。しかし、スペインにおけるフ

融合の文化・芸術
「フラメンコ」を踊る日々

ラメンコの仕事の面では、いまだ
に東洋人には厚い壁が存在す
ることは否めません。さらに、ここ
数年の経済危機の影響でスペ
イン全体が苦しい時でもあります
が、フラメンコを愛する一人とし
て、私はこの土地でしっかり学び
踊ってゆきたい。そして自身の踊
りを通して日本の皆さんにフラメ
ンコを広めたい。それが自分の使
命であり、フラメンコが私に与え
てくれたものに対する恩返しだと
思っています。

まだまだお伝えしたいことはた
くさんありますが、最後に・・・。こ
れを読んで下さったあなたの人生
もあなたなりの光で輝きますよう
に！そしていつかどこかでお会い
できますように！　
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IRVING KOJI
ラテン・ギタリスト、
かわさきＦＭ「アクセスかわさき６か国語情報」スペイン語担当

ＩＲＶＩＮＧ ＫＯＪＩ（太田孝次）さん

外国人インタビュー メキシコ生まれ・川崎在住ミュージシャン4

メキシコ出身
『音楽のまち・かわさき』で、豊かな音楽文化をつくっていきたい

第４２回ロンダ・フラメンコ・　
フェスティバル▶

ＩＲＶＩＮＧさんのブログ http://profile.ameba.jp/koji777official/

ルゼンチンで開催される中南
米音楽の世界的祭典「コスキ

ン・フェスティバルでも活躍したイルビ
ンさんは、メキシコ人ギタリストの父と日
本人ラテン・ボーカリストの母を持ち、７
歳で来日しました。

多言語・多文化の家庭の生活
は、どのようなものでしたか？

父の方針で、メキシコでも日本で
も、家の中ではスペイン語だけで暮ら
していました。来日してからは、スペイ
ン語を忘れないために、毎日３時間、
メキシコの新聞を読み、わからないこ
とは調べ、筆記体で清書して、音読を
させられました。父は厳しい人で「努力
を惜しまず、何をやるにしても一番を目
指せ」が口ぐせでした。また、「母親は
召使ではないから自分たちでなんでも
やろう」と家事も分担させられました。

日本の環境には
すぐになじめましたか？

日本語がよくわからないときには、
身を守ろうとしてとった行動が誤解さ
れてつらい経験をしたこともありまし
た。でも、少しずついろいろな人とつな
がることで心のトゲがとれていき、今で

は、相手を思いやる日本語の美しい
言葉遣いや、日本人の礼儀正しさが
大好きになりました。今、日本に溶け
込めずに悩んでいる人や子どもがい
たら、直接話をしたり一緒に音楽を楽
しんだりして、少しでも力になりたいと
思っています。

ギタリストとしてのスタートは、
川崎の路上ライブだそうですね。

５年前に川崎に転居したことが、ギ
タリストとしても良い転機になりまし
た。路上ライブが数多く行われている
川崎には、若い音楽家を育てようとい
う風土があります。このまちで人の足
を止めることができるミュージシャンに
なりたいと思いました。路上ライブを始
めてみると、パンとお茶を置いてくれる
人やギターの穴にお金を入れてくれる
人がいたり、ライブハウスやラジオ局
の方に声をかけられたりして、次第に
活動の幅が広がってきました。

誰が聴いても心地良い、アレンジ
がきちんと考えられている綺麗な曲が
好きです。今は、アンサンブルなどで
演奏して、自分がアレンジしたもので
メンバー皆が輝いたらうれしいし、それ

でも負けないものを持っていたい、そし
て、みんなが楽しめる本物の音楽文
化をつくりたいと思っています。

新年早々、感謝状を
受け取られたと伺いました。

はい。「いさご通り街角ミュージック」
への貢献に対して、川崎砂子会協同
組合（理事長・武藤聰宏氏）からいた
だきました。

地域や社会に何か貢献ができたら
…と思っていたところだったので、心
から嬉しかったです。今までのように、
一日一日の積み重ねを大切に頑張っ
ていこうと改めて思いました。

会話もしぐさも優しい心遣いにあふ
れるイルビンさん、取材の後「ギターを
弾いてください」とお願いすると、快く
演奏してくださいました。川崎市国際
交流センターの談話ロビーは急きょ
コンサートホールになり、訪れていた親
子連れのみなさんが、イルビンさんの
美しいギターの音色を楽しみました。

（取材・文：編集ボランティア 森千里）

イルビン コージ

ア

©丸山 泰敬

川崎砂子会協同組合 武藤理事長と
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